
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  2,102  △26.0  3  △98.4  223  △36.6  184  △3.3

22年３月期第１四半期  2,840  10.4  239  210.5  352  73.8  190  72.2

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  10  53  －  －

22年３月期第１四半期  10  85  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  25,025  21,356  85.3  1,216  84

22年３月期  25,576  21,498  84.0  1,224  64

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 21,335百万円 22年３月期 21,472百万円 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －   －  0  00  －  －  7  00  7  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  0  00  －  －  7  00  7  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  4,300  △23.1  △230  －  △170  －  △190  －  △10  84

通期  9,300  △17.2  △370  －  △300  －  △340  －  △19  39



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きが実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想につきましては、現時点において合理的と判断するデータに基づいて作成しており、様々な不確定要素が

内在しているため、実際の業績は予想数値と異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利

用にあたっての注意事項等については、［添付資料］Ｐ．２「当四半期の連結業績等に関する定性的情報」をご覧くだ

さい。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 17,657,000 株 22年３月期 17,657,000 株 

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 123,476 株 22年３月期 123,476 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 17,533,524 株 22年３月期１Ｑ 17,576,724 株 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報   

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国などの新興国の継続的な成長による企業収益の改善、設

備投資の下げ止まり、各国政府の景気対策等により景気は回復基調となりましたが、雇用情勢や所得環境は依然と

して厳しく、ギリシャ問題に端を発した欧州経済の減速懸念や株価下落、円高進行などにより、景気回復は力強さ

を欠き、先行き不透明な状況で推移しました。 

このような状況のなか、当社グループは引き続き、顧客満足度の向上を目指し、環境負荷低減技術の向上と顧客

への提案型営業による主力製品の拡販、新製品の開発、グローバル化の推進、コストダウン等を行ってまいりまし

た。しかしながら、公共投資、民間設備投資の縮減および海外プラントの受注低迷の影響などにより、当第１四半

期連結会計期間における受注高は20億70百万円（前年同期17.5％減）に止まり、売上高は21億２百万円（同26.0％

減）となり、当第１四半期連結会計期間末の受注残高は72億18百万円（同25.7％減）となりました。損益面におき

ましては、営業利益は３百万円（同98.4％減）、経常利益は２億23百万円（同36.6％減）、四半期純利益は１億84

百万円（同3.3％減）となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

船舶用機器事業は、新造船発注の底打ちの兆しが見え始めているものの、円高の影響で価格競争がさらに激化し

たことから、当第１四半期連結会計期間における受注高は４億70百万円、売上高は７億51百万円、営業利益は87百

万円となり、当第１四半期連結会計期間末の受注残高は27億95百万円となりました。 

陸上用機器事業は、石油精製業界においては生産能力の過剰感から設備投資が引き続き低迷し、当第１四半期連

結会計期間における受注高はわずか１億79百万円に止まりました。売上高は４億23百万円、営業利益は24百万円と

なり、当第１四半期連結会計期間末の受注残高は13億77百万円となりました。 

水処理装置事業は、海水淡水化プラントの受注が低水準に推移しつつも、新興国需要を背景としたIT関連業界の

設備投資に下げ止まり感があり、蒸発濃縮装置の受注に明るさが見え始め、当第１四半期連結会計期間における受

注高は10億97百万円、売上高は７億21百万円、営業利益は２百万円となり、当第１四半期連結会計期間末の受注残

高は15億20百万円となりました。 

消音冷熱装置事業は、公共投資の縮小や民間国内設備投資低迷の影響から、当第１四半期連結会計期間における

受注高は３億14百万円、売上高は２億２百万円、営業損失は１億14百万円となり、当第１四半期連結会計期間末の

受注残高は15億20百万円となりました。 

その他（賃貸事業等）の当第１四半期連結会計期間における売上高は４百万円、営業利益は３百万円となりまし

た。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は250億25百万円となり、前期末と比べて５億50百万円減少しま

した。その主な内訳は現金及び預金が８億65百万円、仕掛品が１億34百万円それぞれ増加したものの、受取手形及

び売掛金が11億75百万円、投資有価証券が評価減等により４億23百万円それぞれ減少したことによるものです。 

負債合計は36億68百万円となり、前期末と比べて４億８百万円減少しました。その主な内訳は賞与引当金が１億

19百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が２億51百万円、退職給付引当金が１億８百万円、繰延税金負債

（固定負債）が１億７百万円それぞれ減少したことによるものです。 

純資産合計は213億56百万円となり、前期末と比べて１億41百万円減少しました。その主な内訳は繰越利益剰余

金が61百万円増加したものの、その他有価証券評価差額金が１億95百万円減少したことによるものです。  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年５月13日に公表いたしました予想値から変更してお 

りません。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

ａ 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末に係

る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。また、棚卸資産の簿価切下げ

に関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額等を見積り、簿価切下げを行う方法によ

っております。 

ｂ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降、経営環境等に

著しい変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計

年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有な会計処理 

該当事項はありません。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準の変更 

ａ 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

ｂ 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

② 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書）  

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,881,539 9,015,547 

受取手形及び売掛金 4,669,979 5,845,727 

有価証券 551,569 452,311 

仕掛品 1,376,664 1,242,024 

原材料及び貯蔵品 740,053 734,083 

前渡金 8,239 38,812 

前払費用 34,253 33,231 

繰延税金資産 27,823 22,738 

その他 260,268 196,473 

貸倒引当金 △3,474 △4,787 

流動資産合計 17,546,916 17,576,163 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,747,734 5,773,342 

減価償却累計額 △3,873,045 △3,857,200 

建物及び構築物（純額） 1,874,689 1,916,141 

機械装置及び運搬具 2,415,434 2,417,123 

減価償却累計額 △2,012,206 △1,989,403 

機械装置及び運搬具（純額） 403,227 427,719 

工具、器具及び備品 1,000,046 998,918 

減価償却累計額 △930,031 △922,437 

工具、器具及び備品（純額） 70,014 76,481 

土地 1,926,420 1,936,285 

リース資産 134,147 134,296 

減価償却累計額 △66,144 △58,740 

リース資産（純額） 68,002 75,556 

建設仮勘定 － 5,574 

有形固定資産合計 4,342,355 4,437,760 

無形固定資産   

リース資産 15,400 17,050 

その他 12,845 13,629 

無形固定資産合計 28,245 30,679 

投資その他の資産   

投資有価証券 2,830,748 3,254,499 

長期前払費用 8,052 9,197 

繰延税金資産 43,821 46,309 

その他 256,112 251,462 

貸倒引当金 △30,506 △29,706 

投資その他の資産合計 3,108,227 3,531,761 

固定資産合計 7,478,829 8,000,201 

資産合計 25,025,746 25,576,365 
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 713,876 965,543 

リース債務 34,558 35,549 

未払費用 82,498 66,086 

未払法人税等 31,670 51,101 

前受金 52,819 39,120 

賞与引当金 341,761 222,451 

役員賞与引当金 825 2,100 

工事補償等引当金 158,626 167,255 

受注損失引当金 38,900 36,200 

繰延税金負債 370 407 

その他 240,220 294,367 

流動負債合計 1,696,126 1,880,183 

固定負債   

リース債務 49,399 57,843 

繰延税金負債 200,799 307,870 

退職給付引当金 1,476,034 1,584,056 

役員退職慰労引当金 246,557 247,605 

固定負債合計 1,972,790 2,197,375 

負債合計 3,668,917 4,077,559 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,220,000 2,220,000 

資本剰余金 1,684,835 1,684,835 

利益剰余金 17,196,466 17,134,654 

自己株式 △82,790 △82,790 

株主資本合計 21,018,511 20,956,699 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 336,881 532,107 

為替換算調整勘定 △19,869 △16,553 

評価・換算差額等合計 317,011 515,554 

少数株主持分 21,304 26,552 

純資産合計 21,356,828 21,498,806 

負債純資産合計 25,025,746 25,576,365 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,840,041 2,102,744 

売上原価 2,030,732 1,611,731 

売上総利益 809,308 491,012 

販売費及び一般管理費   

運賃 40,247 23,195 

特許権使用料 18 － 

販売手数料 48,622 27,057 

広告宣伝費 2,400 2,212 

貸倒引当金繰入額 4,755 － 

役員報酬 30,100 28,580 

従業員給料及び手当 135,992 132,776 

賞与引当金繰入額 47,534 37,979 

役員賞与引当金繰入額 1,025 225 

福利厚生費 39,001 34,916 

退職給付引当金繰入額 23,061 14,634 

役員退職慰労引当金繰入額 9,181 7,577 

旅費及び交通費 21,636 23,267 

賃借料 13,869 13,122 

工事補償等引当金繰入額 16,000 7,300 

研究開発費 30,805 41,573 

減価償却費 19,060 15,588 

その他 86,045 77,056 

販売費及び一般管理費合計 569,359 487,064 

営業利益 239,948 3,947 

営業外収益   

受取利息 11,483 12,590 

受取配当金 24,512 20,307 

デリバティブ評価益 72,248 － 

持分法による投資利益 2,323 221,972 

その他 5,427 8,522 

営業外収益合計 115,994 263,392 

営業外費用   

支払利息 179 230 

為替差損 2,267 42,206 

その他 656 1,111 

営業外費用合計 3,103 43,549 

経常利益 352,840 223,791 
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

特別利益   

前期損益修正益 21,337 － 

貸倒引当金戻入額 － 1,312 

固定資産売却益 － 3,760 

特別利益合計 21,337 5,072 

特別損失   

固定資産除却損 1,000 － 

投資有価証券評価損 － 25,715 

特別損失合計 1,000 25,715 

税金等調整前四半期純利益 373,176 203,149 

法人税、住民税及び事業税 183,836 22,478 

法人税等調整額 △4,426 △2,800 

法人税等合計 179,409 19,678 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 183,471 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2,976 △1,075 

四半期純利益 190,790 184,547 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 373,176 203,149 

減価償却費 91,533 77,684 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,799 △512 

賞与引当金の増減額（△は減少） 145,680 119,309 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,075 △1,275 

工事補償等引当金の増減額(△は減少) 2,829 △8,629 

受注損失引当金の増減額（△は減少） △3,113 2,700 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,224 △107,363 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,181 △1,047 

受取利息及び受取配当金 △35,995 △32,897 

支払利息 179 230 

為替差損益（△は益） 1,385 △247 

持分法による投資損益（△は益） △2,323 △221,972 

固定資産除売却損益（△は益） 1,000 △3,760 

投資有価証券評価損益（△は益） － 25,715 

売上債権の増減額（△は増加） 309,251 1,190,441 

たな卸資産の増減額（△は増加） △346,572 △143,590 

仕入債務の増減額（△は減少） 42,759 △219,939 

その他 △399,804 △109,497 

小計 168,068 768,498 

利息及び配当金の受取額 38,106 261,900 

利息の支払額 △179 △230 

法人税等の支払額 △26,920 △34,144 

営業活動によるキャッシュ・フロー 179,074 996,023 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △168,170 △12,140 

有形固定資産の売却による収入 － 24,845 

投資有価証券の取得による支出 △1,044 △104,649 

有価証券の売却及び償還による収入 － 100,000 

その他 646 60 

投資活動によるキャッシュ・フロー △168,568 8,114 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △9,072 △9,294 

配当金の支払額 △179,567 △122,734 

少数株主への配当金の支払額 － △2,970 

財務活動によるキャッシュ・フロー △188,639 △134,999 

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,913 △3,146 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △174,219 865,991 

現金及び現金同等物の期首残高 6,367,241 9,015,547 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,193,021 9,881,539 
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 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（注）１ 事業区分の方法 

事業区分の方法は、製品の種類、性質および販売市場の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各事業区分の主な製品  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の 

記載を省略しております。 

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分の属する主な国又は地域 

(1）アジア（除く中東）……韓国・インドネシア・中国 

(2）中東………………………サウジアラビア・バーレーン・イラン 

(3）その他の地域……………ギリシャ・ノルウェー 

３ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
船舶用 

機器事業 
（千円） 

陸上用 
機器事業 
（千円） 

水処理 
装置事業 
(千円)  

消音冷熱 
装置事業他 
 （千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高            

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 710,719  1,255,568  574,153  299,598  2,840,041  －  2,840,041

(2）

 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 －  －      －  －  －  －  －

計  710,719  1,255,568  574,153  299,598  2,840,041  －  2,840,041

営業利益又は 

営業損失（△）  
 103,354  244,743  △57,511  △50,638  239,948  －  239,948

船舶用機器事業 船舶用海水淡水化装置、熱交換器、汚水処理装置、油水分離器、LNG船用超低温バタ
フライ弁等。 

陸上用機器事業 空冷式熱交換器、超低温バタフライ弁、ヒートパイプ式冷却ロール等。 

水処理装置事業 陸上用海水淡水化装置、逆浸透水処理装置、蒸発濃縮装置、オゾン発生装置等。 

消音冷熱装置事業 騒音防止装置、氷蓄熱システム用機器、水冷媒放射空調システム、駐車場経営等。 

  
アジア 

（除く中東）  
中東 その他の地域  計 

Ⅰ 海外売上高（千円）   185,136   228,967  1,920  416,024

Ⅱ 連結売上高（千円）     2,840,041

Ⅲ 連結売上高に占める 

    海外売上高の割合（％） 
 6.5  8.0  0.1  14.6
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〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品・サービスについて国内および海外の包

括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「船舶用機器事

業」、「陸上用機器事業」、「水処理装置事業」および「消音冷熱装置事業」の４つを報告セグメントとしており

ます。 

「船舶用機器事業」は、船舶用海水淡水化装置、熱交換器、汚水処理装置、油水分離器、LNG船用超低温バタフ

ライ弁等を生産しております。「陸上用機器事業」は、空冷式熱交換器、超低温バタフライ弁、ヒートパイプ式冷

却ロール等を生産しております。「水処理装置事業」は、陸上用海水淡水化装置、逆浸透水処理装置、蒸発濃縮装

置、オゾン発生装置等を生産しております。「消音冷熱装置事業」は、騒音防止装置、氷蓄熱システム用機器、水

冷媒放射空調システム等を生産しております。  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日)  

（単位：千円） 

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。  

  

報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
船舶用 
機器事業 

陸上用 
機器事業 

水処理 
装置事業 

消音冷熱 
装置事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高  751,069  423,413  721,092  202,601  2,098,177  4,566  2,102,744

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  －  －  －  －  －

計  751,069  423,413  721,092  202,601  2,098,177  4,566  2,102,744

セグメント利益 
又は損失（△）  87,998  24,733  2,733  △114,672  792  3,155  3,947

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

株式会社ササクラ（6303）平成23年３月期　第１四半期決算短信

－ 10 －


